
学校番号 ４０１ 

令和２年度 保健体育科 

 

教科 保健体育 科目 体育（男子） 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代高等保健体育（大修館書店） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

心と体を一体として捉え，健康・安全や運動についての理解と運動の合理的，計画的な実践を通

して，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続する資質や能力を育てるとともに健康の保持

増進のための実践力の育成と体力の向上を図り，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を育て

る。 

 

２ 学習の到達目標 

各種の運動の合理的な実践を通して，運動の技能を高め運動の楽しさや喜びを深く味わうことが

で 

きるようにするとともに，体の調子を整え，体力の向上を図り，公正，協力，責任などの態度を

育て，生涯を通じて継続的に運動ができる資質や能力を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

運動の楽しさや喜び

を深く味わうことが

できるよう自ら進ん

で計画的に運動をし

ようとする。また個人

生活や社会生活にお

ける健康・安全に関心

をもち，意欲的に学習

に取り組もうとする。 

 

自己の能力と運動の

特性に応じた課題の

解決をめざして，運動

の合理的な行い方や

計画的な活動の仕方

を考え， 

工夫している。また，

個人生活や社会生活

における健康・安全に

ついて，課題の解決を

めざして考え，判断し

ている。 

自己の能力と各種の

運動の特性に応じた

技能を高め，運動の楽

しさや喜びを深く味

わうとともに，体力を

高めるための運動の

合理的な行い方を身

に付けている。 

生活における運動の

意義や必要性及び運

動の特性と合理的な

行い方を理解し，知

識を身に付けてい

る。また，個人生活及

び社会生活における

健康・安全について，

課題の解決に役立つ

基礎的な事項を理解

し，知識を身に付け

ている。 

評
価
方
法 

実技のフォーム 

ゲーム内容 

出席授業状況 

記録・タイム 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

実技のフォーム 

ゲーム内容 

出席授業状況 

記録・タイム 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

実技のフォーム 

ゲーム内容 

出席授業状況 

記録・タイム 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

実技のフォーム 

ゲーム内容 

出席授業状況 

記録・タイム 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

陸
上
競
技 

走り幅跳び ○ ○ ○ ○ a:陸上競技の学習に自主的に

取り組もうとしている。 

b:自己の課題に応じた運動の

行い方の改善すべきポイン

トを見つけている。 

c:スピードに乗った助走から

力強く踏み切って跳ぶこと

ができる。  

d:技術の名称や行い方につい

て、学習した具体例を挙げてい

る。 

実技のフォーム 

記録・タイム 

出席授業状況 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

球
技 

ハンドボール ○ ○ 

 

○ ○ a: 球技の学習に自主的に取り

組もうとしている。 

b:球技を継続して楽しむため

の自己に適した関わり方を

見つけている。 

c: ゴール前への侵入などから

攻防を展開するための安定

したボール操作と空間を作

り出すなどの動きができる。 

d: 技術の名称や行い方につい

て、学習した具体例を挙げて

いる。 

実技のフォーム 

ゲーム内容 

出席授業状況 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

水
泳 

背泳ぎ 

バタフライ 

○ ○ ○ ○ a: 水泳の学習に自主的に取り

組もうとしている。 

b: 自己の課題に応じて、適切

な練習方法を選んでいる。 

c:手と足、呼吸のバランスを保

ち、安定したペースで泳ぐこ

とができる。 

d: 技術の名称や行い方につい

て、学習した具体例を挙げて

いる。 

実技のフォーム 

出席授業状況 

記録・タイム 

ﾚﾎﾟｰﾄ 



２
学
期 

２
学
期 

２
学
期 

３
学
期 

水
泳 

背泳ぎ 

バタフライ 

○ ○ ○ ○ a: 水泳の学習に自主的に取り

組もうとしている。 

b: 自己の課題に応じて、適切

な練習方法を選んでいる。 

c:手と足、呼吸のバランスを保

ち、安定したペースで泳ぐこ

とができる。 

d: 技術の名称や行い方につい

て、学習した具体例を挙げて

いる。 

実技のフォーム 

出席授業状況 

記録・タイム 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

球
技 

バスケットボール 

サッカー 

○ ○ ○ ○ a: 球技の学習に自主的に取り

組もうとしている。 

b:球技を継続して楽しむため

の自己に適した関わり方を

見つけている。 

c:ゴール前への侵入などから

攻防を展開するための安定

したボール操作と空間を作

り出すなどの動きができる。 

d: 技術の名称や行い方につい

て、学習した具体例を挙げて

いる。 

実技のフォーム 

ゲーム内容 

出席授業状況 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

体
育
理
論 

体育理論 ○ ○  ○ a:スポーツの歴史、文化的特性

や現代のスポーツの特徴に

ついて、活動を通して、学習

に自主的に取り組もうとし

ている。 

b: スポーツの歴史、文化的特

性や現代のスポーツの特徴

について、必要な情報を比較

したり、分析したりしてまと

めた考えを説明している。 

d:スポーツの技術、戦術、ルー

ルの変化について、言ったり

書き出したりしている。 

出席授業状況 

 



３
学
期 

 

陸
上
競
技 

持久走 

長距離走 

○ ○ ○ ○ a:陸上競技の学習に自主的に

取り組もうとしている。 

b:自己の課題に応じた運動の

行い方の改善すべきポイン

トを見つけている。 

c: ペースの変化に対応するな

どして走ることができる。  

d:技術の名称や行い方につい

て、学習した具体例を挙げて

いる。 

実技のフォーム 

出席授業状況 

記録・タイム 

ﾚﾎﾟｰﾄ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


